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ホーム & ライフ 
ソリューション 


日立クッキングヒーター 

設置工事説明書 

HTW -4 DFSF (シルバ-タィプ） 


HITACHI 

Inspire tne Next 

(システムキッチン用ビ j レトインタイプ） 

工事される方へのお願い 

この設置工事説明書は天ぷら鍋、計量カッ 
プ、取扱説明書、保証書ととわに必ずお客 
様にお渡しください。 


安全のため必ずお守りください 


設置をする前に、この設置工事説明書をよくお読みになり、正しく工事をしてください。 

ここに示した注意事項は、お使いになる人や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために重要な内容ですの 
で、必ずお守りください。表示と意味は次のようになっています。 


A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをする 
と、人び死 t または重傷を負う可能性び想 
定される内容を示しています。 

A ま意 

この表示を無視して誤つた取り扱いをする 
と、人び損害を負う可能性び想定される内 
容および物的損害のみの発生び想定される 
内容を示しています。 


給表示の例 . 

A 0 〇 

この記号は注意（危険 • 警告を含む）をこの記号は禁止の行為であることを告この記号は行為を強制したり指示する 
促す内容びあることを告げるものです。げるものです。図の中やお傍に具体的内容を告げるものです。図の中やお傍 
図の中やお傍に具体的な注意内容び描な禁止内容び描かれています。 に具体的な指示内容び描かれています。 

かれています。 


’ A 警告 1 

設置工事は、この r 設置工事説明書」に従って、 

確実に行う (ブ レ-力-は 「切」にして行ってくださし、） 

設置に不備びあると、漏電•火災の原因 

電気配線工事は、電気設備巧術基準等関連 
する法令•規則等に従って必ず「法的有資 •• 
格者」び巧う 

ponv —sqan 卜 のま 巧 口お六 漏雷 しゃ脚 j 

接続*固をか不元全な場合は、漏電*火災の原因 

器を設置する 

この工事をしないと、配線部び異常発熱する恐れ 
びあり、感電•火災の原因となります。 

アース エ事は、電気設備巧術基準等関連す 
る法令•規則等に従って必ず r 法的有資格9 
者」による D 種接地工事を行う ァース線 

アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース 
線に接続しないこと 
漏電時に感電の恐れ 

絶巧に分解-修理-改造は行わない 

発火-異常動作してけびをする恐れ V J&J 

心 分解禁止 


\ A 注意 1 

トッププレートに衝撃を加えない 

万一ひびび入ったり割れると、過熱-異常動作- 
感電の原因 

カウンタートップの材料は、耐熱材料のもの 
を使ぅ 

熱硬化樹脂化粧板 (JIS K 6903) またはこれと 
同等(上のわの 

耐熱性の低い材料を使用すると、変形•火災の原 
因になります。 

※ニス引きのわのは変色するため、使わないでください。 

J 

試運転中は、トッププレートや□ースター 
ドアなどの高温部に触れない 

やけどの恐れ 















設置工事をされる方へのお願い 


•この商品は、適切な電気工事と設置びされていませんと性能び十分発揮でさないばかりか、過熱などの危険び生じる場 
合びありますので、この設置工事説明書をよくお読みのうえ、適切な工事をお願い致します。 

必ず、システムキッチンなどに組込んでください。 

♦電気工事は、必ず「電気工事±」の免許をお持ちの方び行って<ださい。 

•工事完了後は、必ず「工事完了後の確認」を行い、お客様へご説明ください。 

•付属品の確認をして < ださい。 


上ルーバー 

吸•排気 カバー 

焼 網 

天ぷ！ 5 鍋 

計量 カップ 


2個 

ザ 

□ースターの 中にレグ 
セットされています。 

減 

1 

U 

、 ] 個 

I 


※取扱説明書、保証書びあることを確認してください。 


么 お願い 

設置するときは、乂災予防条例に基づき、 

必ず可燃物との離隔距離を守る 

離隔距離びおいと火災の原因 

プラグの刃および刃の取付面に、ほこりび 
付着していないことを確認し、ガタのない mW 
よう根元まで確実に差し込む 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合、感電 
や火災の原因 

J 

電源電線およびアース線は、プラグを外しべ^ 
て直結しない 

J 1 電やショートによる感電-発火の原因 


各部のなまス 


本体 


ちヒーターで説明しています 

T I I 

ちヒーター切/入キー 


タイマーキー 


設定キー 

•乂力調節 

• タイマー時間設定 

• 炊飯、湯わかしの仕上びり調節 


左ヒーター通電ランプ 

P 中央ヒーター通電ランプ 

ちヒーター通電ランプ 



電源スイッチ 

價源の入/切） 


チャイルドロックランプ 


□-スター•中央ヒータータイマー操作部 

• 中央ヒーター調理タイマー 
• 魚焼さ調理タイマー 
• グルメ調理タイマー 
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^ ^ X ® 必ず巧気エ>±のを許をお待ちの方び巧ってください。 


〈き用回巧の設置（単相200 V ) > 



•クッキングヒーター用のコン t ントは規格で次のようなをのび巧華あとなつてし、ますので、事前にご巧琵の上、設»してください。 


器具の容| \ 

1 晚*の太さ T 

コンセントのおげ 

30A 

1 ] 

1 0 2.6mm 

iv ] 巧相20 0V 用（巧化極付）2前 V-30A 


設置場所の確認 


♦火がチ巧を研、巧な巧衡巧巧ち巧巧59みになって投■してください. 

♦カウンタートッフは病がヒ巧お化な巧 ( J 旧 K 6903) と巧等な上のび友るをのを使用してくださし、 

ニス引をのをのは交をしまずので巧わないで<ださしん 

♦巧品のを属部ぴシステムキッチンの金属部と巧1«する場合、逢追巧の巧中の金属（メタルラスなど）とシステムキッチン 
のを厲巧を巧«しないようにするか、または典おの金属巧びシステムキッチンの金属酣こ倭触しないようにお0巧けて 
<ださし、。 

♦巧品は水平に設■して < ださし、 • 

•巧苗は火災モ巧上、巧が巧との拍を囚のよラに離して取 D 付けて<ださい。 


■このクッキングヒーターは r 消巧ま巧 H 淮 J に«づ <技»11«に適合 
しております。達巧なの巧が由か百回のように!•して沒■してくださし、。 



SacDin はで9るだけむ< (60cfnU±) かブて AM, 家 JI 等の当た5なしな3にしで 
くださレ、 


■ ae 寸まぴとれなし、場さには、不ななに 
よる巧熱な巧巧 D 巧けてください。 
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システムキッチンの加エブ法 饼位: mm} 



參※1ぴ 270 mm の場合には、別巧の下ルーパーをごな用くだごし、。 

♦聚3の寸掛まカウンタートツフの巧の■のさ單を示し、この範囲であれば就■できます。 
♦巧4び 30 mm の場合には、巧巧の上;レーパーをご使巧ください， 
























































※金属端面び多いため、けびをしないように注意してくださし、。 


吸•排気カバー 


1 

2 



4 



r 設置工事をされる方へのお願い （2 ページ）」を 
参照し、付属品の確認をする 


□ースタードア、受皿、焼網を取り外す 

•とってを持って引き出し、そのまま斜め上に引き上げる。 


吸•排気カバーを取り外す 


パネル操作部を閉じる 

※ノ くネル操作部び開いた状態で設置すると 
カウンタートップに当り、傷びついたり、 
故障の原因になります。 


□ースター ドア 


とつて 


5 


















































必ずブレーカーをしゃ断して工事を巧ってください。 




カウンタートップに本体の前面を挿入してか5 
全体をはめ込む 

•はめ込み時は、前面のパネル操作部をカウンタートップに 
当てないよラに注意してください。（傷びつく原因） 
•電源コードを本体底面とキャビネットの間に挟ま 
ないようごま意 < ださい。 

•カウンタートップと本体のトッププレートのすさ間 
び全周にないことを確認してください。 


カウンタートップび反っているなどですき間びある場 
合は別売の ボウスイ テープ （HTC-4C 目日 31:メー 
力 一希望小売価格已 25円 （税抜已 日日 円、 2 日日 4年 
9月現在））を用いすさ間を塞いでください。 

(水浸入防止のため） 



※膨らみに乗り上げないよラ、 

フラット部にセツトしてください。 


A 上ルーバーを取り付け、本体の位置を調整する 

W •左ち側面の差し込み□に、上ルーバーの突起部を差し込んでください。 

•上ルーバーとキャビネットの左ち側面とのすさ間び均一になるように本体位置を調節してください。 
•キャビネットの扉面と本体の前面び合ラよラに、本体の位置を調節してください。 
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本体を固定する 

後固定金具（本体に取り付け済み）の固定 



ネジをいったんゆるめ、後固定金具を矢印方向に回転させて、 
ネジを確実に締め付ける。 

※締め付けトルクは8日〜9日 N-cm とする。 

キャビネット 


※後固定金具び持ち上びり、カウン 
ター トップに固定され、 シール 性 
び確保されます。 


後固定金具 


1己〜30 〇〜己 


当て木 

キャビネット 


単位 （mm) 


カウンタートップの厚み 
び薄くて後固定金具び固 
定でさない場合は当て木 
を添えてください。 


吸•排気カバー、□-スタードア、受皿、焼網を 
取り付ける 

•吸*排気カバーを取り付けてください。 

•□ースタードア-受皿-焼網を取り付けてください。 


焼網 

□-スタードア 



受皿 

















































































工事完了後の確認 


•巧霉をするおに□ースター)•巧、トツフフレートの上に巧包がぴないことを必ず巧巧してくだごい • 
•お■ェ巧巧了後、次の手順で度巧してください。 
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しの 

口ースタードアのテーフ止めをかしたか g 巧してくだをし、。 


□ースター靡巧1トッブブレート上に粗包巧びないか確巧して<ださい。 


■ 

巧 

エ 

« 

アースエ事 （ D 種 g 地エ •） をしましたか。 


焉霉ブレーカーの巧■巧しましたか。 


フラグを巧なしましたか。 


巧 

運 

巧 

なクッキングヒーター巧の ■ as ) •圧ぴ r 巧巧200 VJ でおることをおず巧巧してくださし、。 

(1 •迂 R 巧の塌合は C 6 { または C らを巧示しまず） 

•レンジフード MS システム巧応のレンジフードと組み含わせて投■の場合は、レンジフード#巧で正巧に 
»作ずることを度巧し、停止させてくだごい。また、を巧巧を»などでさえぎ5ないようにして <ださし、。 


巧スイッチをブヴーび!■るまで巧してください。> ♦)! 巧ランプびな灯します。 

1 

1 

1 

③るヒーターまたは口ースターを r ス J にして、助作を巧技してください。 

(1) ち•ちヒーター （ 旧:ヒーター） ♦前面操作巧のを • ちヒーターの巧■ラ 

«にコッフ1巧程巧 （180 mL ) の水を入れ、、ンフとトッフフレートの液化巧示ぴ才 
ヒーターの中央に■き、切/入キーを巧した1 レンジとなり、火力! '7] と亥示しまず。 

を、中义キーを巧してください。 f しば5くずると、お巧びホとラしまず， 

* 巧を■かないと巧電しません。 ♦レンジフードび自巧的に風 ■ r 中」で 

運巧します。嵌1 

(2) 中巧ヒーター(クイックラジェントヒーター ） L •前面巧作巧のや巧ヒーター进■ランプ 
パネル操作巧の中央ヒーターの切/入キーを k とトッフフレートの义力«示ランフび点 

巧した巧 D キ-を巧してください。 f 巧し、約4巧巧にヒーターび赤熱しまず， 

が口ースターとの巧時使用は出来ません， f ♦レンジフードび有曲的に g ■伸」で 

»巧しまず。 *1 

(3) □-スター ♦前面操作或の□-スター巧電ランプ、 

パネル»作巧の巧巧さキーを4回巧し手®を、お臭ランプと規さかげんランフの r 強 J 
選び、ロースタースタート/切キーを巧して1 び点灯し、しぱ5くすると靡巧び巧< 

ください- f なります。 

ホ中央ヒーターとの间時巧用は出巧ません。 ♦レンジフードび自動的に g 屋[中」で 

a 巧しまず。*1 

——— 

(4) ずべてのヒーターと口ースターホ伴止してくだをい ， i •火力を示-通爾ランフびおなします。 

左•ちヒータ ー 、中タヒーターの切/入キー k (巧電時巧によっては巧巧ま意を示を 

を巧しまず。また□-スターのスタート/切 f しまず。） 

キーを巧して巧止して < ださい。 f ♦レンジフードび巧3分を目1!伸止しま 

ず。*呂 


*1. レンジフードび萍止中に、ヒーターを WWB 始した場をでず • 

*1、 2. レンジフード Ml システム巧巧のレンジフードを巧みをわなた場るでず。 

〇ずぺてのヒーター巧停止を、の45巧 gii ずると待機時お賛|カオフ機巧び儀き，自»的に電巧ランプび巧好し、 gap び切れまず。 


♦巧な巧了をは必ず at 源スイッチを巧して電源を切ってください。 

♦節 g おでが厲の天ぷ5«を使巧した場合は、水巧を十分に切り、巧化に轻くる用巧をめってください。 

t ヴビ巧止のため） 

#日立ホーム&ライフソリユーシヨン株式会社 

干1的一8410 •巧 ffi 港区田新 H 2—15— 。 (03)3502— 2。1 

























